
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
生

徒
が
少
し
ず
つ
外
に
出
て
人
と
関

わ
り
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ

ー
ス
も
で
て
き
て
い
る
。
対
策
と

し
て
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
相
談
活
動
の
実
施
、
担
任

教
諭
が
不
登
校
生
の
家
庭
を
訪
問

等
、
絶
え
ず
生
徒
と
の
関
係
を
保

ち
、
状
態
に
あ
わ
せ
て
適
応
教
室

へ
の
参
加
を
促
す
な
ど
し
て
い
る
。

一
方
、
保
護
者
へ
も
相
談
活
動
を

実
施
し
、
児
童
、
生
徒
の
再
登
校

に
努
力
し
て
い
る
。

平
成
15
年
度
事
業
を
総

括
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
は
本
年
よ
り
本
格
実
施

朝
市
の
建
物
に
対
す
る

市
の
補
助
金
は
、
平
成

９
年
度
に
事
業
費
の
約
1/3
に
あ
た

る
200
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
み
ら
い
で
は
、
消
費
者
の

食
に
対
す
る
安
全
･
安
心
志
向
が

高
ま
る
な
か
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
市
部
会
の

市
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
主
眼
と

し
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
当
市
で
も
必
要
で
は

な
い
か
。
現
在
の
評
価
シ
ス

テ
ム
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

自
ら
監
視
、
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ｑ

（3）議会だより NO.98

朝
市
の
建
物
に
対
す

る
市
の
補
助
金
の
有

無
は
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
朝
市
の
調
整
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｑ

行

政

評

価

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ａ

Ａ

組
織
を
母
体
と
し
て
、
生
産
者
組

織
を
強
化
し
、
運
営
を
行
っ
て
い

く
計
画
で
、
現
在
、
朝
市
部
会
と

調
整
中
で
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い

る
。フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

毎
日
新
鮮
で
旬
の
農
産
物
が
販
売

で
き
、
定
年
退
職
者
な
ど
比
較
的

時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
の
農
業
へ

の
参
加
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性

化
が
図
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
ま
た
、
朝
市
は
週
２
回
で

す
が
、
生
産
者
と
消
費
者
の
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
と
相
互
理
解
が

深
ま
る
な
ど
、
双
方
に
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

Ｊ
Ａ
み
ら
い
が
事
業
主
体
だ
が
、

効
率
的
運
営
に
つ
い
て
、
市
も
先

進
地
調
査
を
行
い
情
報
提
供
も
行

っ
て
い
る
。
朝
市
部
会
と
の
調
整

小
児
科
医
が
1
人
し

か
い
な
い
の
で
、
第

2
、
第
4
金
曜
日
の
2
日
し

か
救
急
の
対
応
は
で
き
な
い

と
い
う
小
児
科
医
不
足
に
つ

い
て
。

Ｑ
大
学
に
働
き
か
け
て
、

来
年
の
４
月
に
は
１
名

増
に
な
る
予
定
。
北
播
磨
管
内
で

の
小
児
救
急
の
回
数
も
そ
れ
に
よ

り
増
や
せ
る
と
考
え
る
。

Ａ

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

仕
事
の
内
容
と
そ
の

配
置
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
要
介
護
者
や
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

そ
の
方
の
心
身
の
状
況
や
希
望
か

ら
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
市
町
村
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
介
護
保
険
施
設
等

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
の
が
主
な

業
務
で
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
は
、
施
設
入
所
者
の
相
談
や
介

護
計
画
を
立
て
る
介
護
保
険
施
設

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
、
在
宅
で

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
相
談

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
居
宅

支
援
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
あ
り
、
市
内
で
は
12
月
１
日
現

在
で
７
施
設
12
名
の
施
設
の
ケ
ア

Ａ

再
建
計
画
で
は
5
年

で
19
名
、
10
年
で
57

名
の
削
減
で
し
か
な
い
。
組

織
の
大
幅
な
見
直
し
17
年
か

ら
3
年
間
は
ど
う
し
て
も
補

充
必
要
な
職
種
以
外
は
採
用

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

Ｑ
組
織
の
見
直
し
は
常
に

必
要
。
現
在
、
庁
内
で

効
率
的
な
事
務
の
執
行
を
行
う
た

め
、
係
等
の
統
廃
合
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
職
制
の
簡
素
化

に
つ
い
て
も
組
織
の
縮
小
の
方
向

で
、
あ
わ
せ
て
昇
格
、
登
用
に
つ

い
て
も
、
よ
り
透
明
性
を
図
り
、

新
し
い
人
事
制
度
の
構
築
も
考
え

て
い
く
。

短
期
間
の
職
員
削
減
は
今
後
10

年
間
に
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎

え
現
在
の
４
名
に
１
名
が
退
職
と

な
る
。
年
齢
構
成
の
平
準
化
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
る
。

Ａ

加

西

病

院

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

機

構

改

革

も
Ｊ
Ａ
み
ら
い
か
ら
の
要
請
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
市
の
助
成
は
、
平
成
９
年
度

に
農
産
物
直
売
所
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
２
回
目
の
補
助
は
で
き
な

い
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
現
在
、

三
木
市
に
も
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
建
設
中
で
あ
る
た
め
、

近
隣
の
状
況
も
参
考
に
し
て
、
総

合
的
に
考
え
て
い
く
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
、
12
事
業
所
の
29

名
の
居
宅
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
活
動
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
不
備

や
職
員
の
不
慣
れ
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ

い
て
も
今
後
よ
り
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
施
行
に
向
け
て
改
善
し
て

い
く
。

生産者と消費者のお互いの顔が見える朝市


